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35.安達太良山
あ だ た ら や ま

 Adatarayama     常時観測火山 

北緯37°37′59″ 東経140°16′59″ 標高1,709m (鉄山)(測定点) 

北緯37°38′50″ 東経140°16′51″ 標高1,728m (箕輪山)(標高点) 

 

 

 

 

安達太良山全景 本宮市内から 2009 年 2 月 7 日 気象庁撮影 

概要 

福島市の南西に位置する玄武岩～安山岩の成層火山群で、東西 9km、南北 14km にわたる。

山頂部は、北から鬼面山(きめんざん)、箕輪山(みのわやま)、鉄山(てつざん)・安達太良山(本

峰（別名：乳首山（ちくびやま、ちちくびやま）)、和尚山(おしょうやま)などが南北に連な

る。主峰の安達太良本峰の山頂部には西に開く沼ノ平火口(直径 1.2 ㎞、深さ 150m)がある。

明確な記録のある噴火活動は、沼ノ平火口での明治以後の活動に限られる。この火口の内外

には、噴気・温泉地帯が諸所に存在する。  

安達太良山の主な活動は大規模な火砕流の噴出に始まり、約 45～55 万年前の鬼面山などの

活動を経て、約 35 万年前の前ヶ岳を中心とした活動へと続いている(藤縄, 1980; 藤縄ほか, 

2001)。約 25 万年前に箕輪山から和尚山にかけての火山列主要部が形成された。この時期に

おけるマグマ噴出率は最大であって、1000 年あたり 0.1km3 と見積もられる(阪口, 1995; 山

元・阪口, 2000)。約 12 万年前以降から約 3 万年前まで 1～2 万年間隔で小規模なマグマ噴

出が繰り返された。1 万年前からはマグマ噴火ないし水蒸気噴火の繰り返しとなり、最新の

マグマ噴出活動は 約 2400 年前であった(山元, 1998; 山元・阪口, 2000)。玄武岩～安山岩

の SiO2 量は 52.0～62.0 wt.% である。 

別名、岳山（だけやま）。 
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写真 

 

沼ノ平火口 北西側から 2004 年 10 月 23 日 気象庁撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火口周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼ノ平火口 北側から 2012 年７月 19 日 気象庁撮影 

沼ノ平南西変質地 

沼ノ平火口中央 

図 35-1 安達太良火山の地形図（2012 年 7 月現在）. 

沼ノ平火口 

  ：撮影方向（2012 年） 

  ：撮影範囲 

沼ノ平南西変質地 

沼ノ平火口中央 
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地形図 

図 35-2 安達太良火山の地形図. 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(磐梯山, 二本松, 吾妻山, 福島)及び数値地図 50m メッシュ(標高) 
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噴火活動史 

・過去１万年間の噴火活動 

最近 1 万年間ではマグマ噴出量 107m3 前後の中噴火が 500～1500 年間隔で発生し、最後の

マグマ噴火は約 2400 年前に発生している(山元・阪口, 2000)。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)を参考に、文献の追記を行った。なお、年代は暦年代で示す。表中の「ka」は「1000

年前」を意味し、西暦 2000 年を 0 ka として示した。 

A←→B：A 年から B 年までの間のどこかで起こった噴火イベント 

 

・有史以降の火山活動(▲は噴火年を示す) 
年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1899(明治 32)年
1,2,11,12 

水蒸気噴火 
1,2,10,11 

火砕物降下。噴火場所は沼ノ平火口 1,2,11。 

年初め頃から火山活動が活発化し、噴気孔数、噴気量増大。8 月 24

日に沼ノ平内の噴気孔から大音響とともに火炎を噴出。25 日噴気孔縁

を破壊し、灰や硫黄泥を噴出。11 月 11～12 日にも同一地点で黒煙や

石を噴出。 

▲1900(明治 33)年
4,5,6,11,12 

中規模：水蒸

気噴火 
3,4,5,6,10,11,12 

火砕物降下、低温の火砕サージ。噴火場所は沼ノ平火口 3,4,5,6,11,12。 

7 月 17 日噴火。熱灰や石を噴出。噴出物総量 1.1×106m3。沼ノ平に長

径 300m、短径 150m の火口を生じた。火口の硫黄採掘所全壊。死者 72

名、負傷者 10 名。山林耕地被害。(VEI2)5,11 

1950(昭和 25)年
13 

噴煙 13 2 月 25 日。噴煙高度 50m。 

1995(平成 7)年
14,15,16 

火山性微動
14,15,16 

10 月 27 日 14,15、および 11 月 10 日 16。 

1996(平成 8)年
17 

泥水噴出 17 6 月。沼ノ平中央部で泥水の噴出を確認。以降、地熱活動が徐々に活

発化し、噴気地、地熱異常域が拡大 17。 

 泥水噴出 17 沼ノ平中央部で泥水の飛沫が直径約 100m の範囲で確認。聞き取りに

より、泥の噴出は 9 月 1 日頃と推定される 17。 

1997(平成 9)年
18,19 

火山ガス 18,19 9 月。沼ノ平火口内にて火山ガスによる死亡事故。死者 4 名 18,19。 

1998～2003(平

成 10～15)年
7,8,20,21 

熱、噴気、泥

水噴出
7,8,20,21 

地熱活動が活発化。1999 年 4 月 27 日に沼ノ平中央部で泥水の噴出を

確認 8。沼ノ平の噴気が一時的に高さ 300ｍの噴気を観測した他、2001

（平成 13）年 9 月の現地観測では新たな噴気孔を確認するなど、噴気

活動が活発化。 7,8,20,21。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住 , 2006-)を参考に、文献の追記を行った。 

噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象・マグマ噴出量 

10ka10 沼ノ平火口 10 マグマ噴火 10 Ad-NT1噴火：火砕物降下。 

 

8.7←→8.5ka10 沼ノ平火口 10 マグマ噴火 10 Ad-NT2噴火：火砕物降下。 

 

8.2←→8ka10 沼ノ平火口 10 マグマ噴火 10 Ad-NT3 噴火：火砕物降下。 

 

7.1←→5.4ka10 沼ノ平火口 10 マグマ噴火 10 Ad-NT4 噴火：火砕物降下。 

 

4.6←→4.5ka10 沼ノ平火口 10 水蒸気噴火・マグマ

噴火 10 

Ad-NT5 噴火：火砕物降下。 

 

4.6←→2.4ka10 ？ 水蒸気噴火 10 火砕物降下。 

4.6←→2.4ka10 ？ 水蒸気噴火 10 火砕物降下。 

2.8←→2.4ka10 沼ノ平火口 
9,10 

水蒸気噴火(泥流発

生)→マグマ噴火 9,10 

Ad-NT6 噴火：火砕物降下、泥流。 

 

2.8←→1ka10  水蒸気噴火 10 火砕物降下。 

1ka10 沼ノ平火口 10 水蒸気噴火 10 火砕物降下。 
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主な火山活動 

・1900 年噴火 

1900 年 7 月 17 日午後 4 時頃から 2～3 回小爆発があり、午後 6 時過ぎ沼ノ平の中央部から

大爆発した。旧火口底に長円形の新火口(150m×300m、深さ 30～40m)を生じ、多数の高温の

噴気孔ができ、火口湖を形成したものもあった。この爆発に伴い火砕サージも発生した。 

 
図 35-3 1900 年噴火時の疾風の流下方向及び堆積物の等厚線図 (藤縄・他, 2006). 

矢印, 黒四角: 爆発的噴火に伴う火砕サージの流下方向 (硫黄川沿い) 及び堆積物, 黒円: 噴火に伴い降

灰が確認された露頭, 卵形の実線: 降灰の等厚線, 点線: 火口周辺での火砕サージの堆積領域, 黒塗潰領

域: 噴火に伴う新火口をそれぞれ示す. 

 
図 35-4 1900 年噴火口と硫黄精錬所及び作業員の居住棟の位置 (藤縄・他, 2006). 

 

過去の噴火における先駆現象等  
 1900 年の噴火に先行して、前年春から沼ノ平火口内で地熱活動が活発化した。また、噴火

には至っていないが、1998～2003 年頃に、火口付近の膨張と熱消磁、熱活動の活発化がみら

れたことがある。 
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図 35-5 安達太良山(沼ノ平)月別最大噴気高 (1999 年 11 月～2012 年６月 30 日). 

2002 年２月以前は定時(9:00, 15:00)及び随時観測による高さ. 

2002 年２月以降は全ての時間で観測したデータによる高さ. 

2000 年には沼ノ平火口内の噴気活動は活発だったが,2004 年には噴気活動も収まった. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 35-6 最近の火山活動経過. 

上段: 月別地震回数 (1965 年 7 月～2012 年 6 月 30 日). 

中段: 月別微動回数 (1965 年 7 月～2012 年 6 月 30 日). 

下段: 微動の継続時間と上下動最大振幅(1965 年 7 月～2012 年 6 月 30 日).注３) 

1995 年～1996 年に微動が繰り返して発生するとともに,1996 年ころから沼ノ平火口内で

地熱活動が徐々に活発化した. 

注 1) 1998 年より計数基準を S-P5 秒以内から S-P2 秒以内に変更. 

注 2) 1999 年 10 月に勢至平観測点を新設し, 基準観測点を塩沢観測点 (沼ノ平から東北東

約 6km)から勢至平観測点 (沼ノ平から東北東約 3km) に変更. 

注 3) 塩沢観測点による. 
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図 35-7 安達太良山の地震活動 (2003 年 8 月～2012 年 6 月 30 日). 

沼ノ平火口 
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図 35-8 広域地震観測網による浅部の地震活動(青)及び深部低周波地震活動(赤) 

(1997 年 10 月～2012 年 6 月 30 日). 
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防災に関する情報 

①火山防災協議会 

なし 

②火山ハザードマップ等 

土砂災害ハザードマップ（安達太良山火山防災マップ） 

2002(平成 14)年 3 月 安達太良山火山防災連絡会議編集 

出典：土砂災害ハザードマップ（安達太良山火山防災マップ） 

発行：平成14年3月 

編集機関：安達太良山火山防災連絡会議（防災に関する情報 ①火山防災連絡会 参照） 

掲載されているURL： 

http://www.union.adachi.lg.jp/disaster/index.php 

http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/soshiki/7/1176.html 

 
 

http://www.union.adachi.lg.jp/disaster/index.php
http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/soshiki/7/1176.html
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③噴火警戒レベル（2009（平成 21）年 3 月 31 日運用開始） 
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④主な火山情報の発表状況 

（1965 年 1 月 1 日の情報発表業務開始以降 2007 年 11 月 30 日まで） 

 

 

 

 

1995 年以前、及び 1998 年以降は、火山情報の発表はない 

※1 平成 5（1993）年 5 月 11 日、火山活動情報を緊急火山情報と改正、火山観測情報を新設 

 

⑤噴火警報等の発表状況 

（2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の運用開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで） 

・噴火警報・予報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

※2 噴火警戒レベルの運用開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし 

 

⑥避難実績及び入山規制等の実績 

・避難状況 

なし 

・登山規制の状況 

規制の現状：火山ガス（硫化水素）による死亡事故に伴い平成9年9月18日から沼ノ平（火

口）の入山禁止（細かくは、9月15日入山規制、9月18日沼ノ平を除き入山規制解除、9月

19日沼ノ平（火口）の入山禁止） 

過去の規制履歴：平成9年9月15日登山者死亡事故による入山規制 

規制実施機関：二本松市、猪苗代町 

規制範囲地図：なし（噴火警戒レベルリーフレットに記載） 

 

情報名 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 

緊急火山情報※1 － － － － － － － － － － 

臨時火山情報 － － － － － － － － － － 

火山観測情報※1   － － － 1 1 － － － 

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007（平成 19）年

12 月 1 日 10:20 

噴火予報（平常）※1 

－ 

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる（この範囲に入った場合には生命に危

険が及ぶ）。火口内等では警戒が必要。 

2009（平成 21）年

3 月 31 日 10:00 

噴火予報※2 

（噴火警戒レベル 1、平

常） 

福島県二本松

市、猪苗代町、

福島市、郡山

市、大玉村 

火山活動は静穏。 

火口内等で噴気、火山ガスの噴出等が見ら

れる（この範囲に入った場合には生命に危

険が及ぶ）。火口内等では警戒が必要。 
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社会条件等 

①人口 

・二本松市： 60,043人（2011年11月1日現在） 

・郡山市： 332,248人（2011年11月1日現在） 

・福島市： 287,941人（2011年10月31日現在） 

・本宮市：  31,209人（2011月11月1日現在） 

・猪苗代町： 16,075人 (2011年10月31日現在) 

・大玉村：   8,662人（2011年10月31日現在） 

②国立・国定公園・登山者数等 

・磐梯朝日国立公園 安達太良山 

年間観光客数：208,865(福島県観光客入込状況（2010）二本松市安達太良山による) 

年間登山客数：不明 

③付近の公共機関 

④主要交通網 

・東北自動車道、磐越自動車道 

・JR 東北新幹線、東北本線、磐越西線 

・国道 459 号線、国道 115 号、国道 49 号  

・県道 386 号線 

⑤関連施設 

・二本松市 

くろがね小屋    

 

 

関係する主な気象官署  
機関・部署名 所在地 電話番号 

仙台火山監視・情報センター （仙台管区気象台）宮城県仙台市宮城野区五輪

1-3-15 仙台第３合同庁舎 

022-297-8100 

福島地方気象台 福島県福島市松木町 1-9 024-534-6724 

 

機関・部署名 所在地 電話番号 

福島市役所 福島県福島市五老内町3-1 024-535-1111 

猪苗代町役場 福島県耶麻郡猪苗代町字城南100 0242-62-2111 

二本松市役所 福島県二本松市金色403-1 0243-23-1111 

郡山市役所 福島県郡山市朝日1-23-7 024-924-2491 

本宮市役所 福島県本宮市本宮字万世212 0243-33-1111 

大玉村役場 福島県安達郡大玉村玉井字星内70 0243-48-3131 
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気象庁および大学等関係機関の観測網 

広域 ※吾妻山の図を参照。 

山頂付近 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図 (磐梯山 , 二本松 , 吾妻山 , 福島 ) 

(気象庁) (国土地理院) (東北大学)

地震計 (短周期) GPS 地震計 (短周期)

GPS

傾斜計

空振計

凡　　　　　　例

 
図 35-9 観測点位置図 (山頂付近). 



(35.安達太良山) 

 
520 

引用文献 

藤縄明彦 (1980) 安達太良火山の地質と岩石. 岩鉱, 75, 358-395. 

藤縄明彦・他 (2001) 安達太良火山の K-Ar 年代-安達太良火山形成史の再検討-. 火山, 46, 

95-106. 

藤縄明彦・他 (2006) 安達太良火山, 1900 年爆発的噴火の再検討. 火山, 51, 311-325. 

阪口圭一 (1995) 二本松地域の地質. 地質調査所, 79p. 

山元孝広 (1998) 安達太良火山西山麓の完新世酸川ラハール堆積物. 火山, 43, 61-63. 

山元孝広・阪口圭一 (2000) テフラ層序からみた安達太良火山, 最近 25 万年間の噴火活動. 

地質学雑誌, 106, 865-882. 

 


